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研究成果の概要（和文）：視覚障害とは視力障害、視野障害に加えて、広義には色覚異常も含まれる。すなわ
ち、視機能の障害ごとに見え方が異なることから、視覚障害にとっての病院利用時の不便な点は患者により異な
る。本研究では、病院施設内のカラーユニバーサルに関わる設備等改善点を明らかにすべく、疑似的色覚異常を
生じる眼鏡を用い改善点を精査し、視機能異常の患者向け対応指針を確立することを目的に研究に取り組んだ。
病院施設内の設備等改善を目的に、改善点と対策を策定した。また、同様に配布文書についても解析し、対応策
を策定した。

研究成果の概要（英文）：There are different visual disturbances such as visual impairment, visual 
field defect and color vision defect in a broad sense. The variety of visual disturbances cause the 
variety of views and so there must be various inconveniences of hospital for patients with visual 
disturbances. In this study, our aim is to elucidate the improvements in hospital equipments and 
documents provided in a hospital in view of color universal design in order to establish the 
guideline to support patients with various visual disturbances. We used dichromatic spectacles to 
survey a hospital and revealed the points at issue and countermeasures.
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１．研究開始当初の背景 
「Americans with Disabilities Act（障害を持
つアメリカ人法）」が 1990年に米国で制定さ
れ、その後 2006 年には国連障害者権利条約
が採択された。2007年に日本は障害者権利条
約に署名したが、障害者差別を禁止する法律

がなく、批准できなかった。引き続き、障害者

権利条約の批准に向け、2013年 6月に「障害
を理由とする差別の解消の推進に関する法律」

が成立した。そのため、施行時（2016年）に
は医療現場は視覚障害者への合理的配慮を行

う必要が生じた。 
	 これまでに我々看護部は医療情報部と共同

で、自動点字翻訳プログラム eBraille
（http://ebraille.med.kobe-u.ac.jp/）の研究開
発に取り組み、2010年度グッドデザイン賞を
受賞した。（図 1）。また、2011年度から視覚
障害者に対応可能な病院内での点字文書の運

用体制確立の研究が科学研究費補助金基盤研

究(C)に採択され、患者サービスの一環として
視覚障害者の情報保障の実現に向けた研究に

取り組んできた。その中で気がついたことと

して、視覚障害には視力障害や視野障害があ

るが、広義には視機能異常（色覚異常や白内

障など）も含まれる、ということであった。こ

のことは、視機能の障害により見え方が異な

ることを意味している。また、先天性色覚異

常者の存在比は男性で 5%（20人に 1人）、女
性では 0.2%（500人に 1人）であり、全国で
320 万人以上が該当する。このことから分か
るように、色覚に障害を持つ人は稀な存在と

はいえない。さらに白内障については、初期

混濁も含めた水晶体混濁有所見率は 50 歳代
で 37〜54%、60歳代で 66〜83%、70歳代で
84〜97%、80歳以上では 100%であり、存在
比は高い。このことから、高齢化社会におい

て彼らへの対応は必須であるといえる。 
	 そこで、視覚障害の患者からの改善点の指

摘と共に、疑似的色覚異常を生じる眼鏡を用

い改善点を研究し、視機能異常の患者向け対

応指針を確立することで医療機関が社会的に

課せられる「合理的配慮」を実現すべく、研究

提案した。 
 
２．研究目的 
視覚障害では、障害の種類や程度が個人毎に

異なる特徴がある。したがって、病院利用時

の不便な点も患者によって異なることが予想

される。そこで本研究では、色覚に障害を持

つ色覚異常や視覚障害（全盲、弱視）といった

広範な視機能異常の患者に対応した病院内の

各種指針の確立、を目的とした。 
 
３．研究方法 
まず、患者からの投書を開始点として、カラ

ーユニバーサルデザイン（CUD）の観点から
病院施設内の設備等の問題点を調査した。こ

こでいうCUDとは、色覚型の違いを問わず、
より多くの人に利用しやすい配色の製品や施

設・建築物、環境、サービス、情報を提供する

という考え方である。その結果、誰に対して

も正しく情報が伝わるように配色や文字の形

などに配慮することまで含んで定義される。 
	 次に、病院施設内の CUD に関わる設備等
改善点について、実際の病院内の設備を検証

した。具体的対象として、色弱者、弱視者、白

内障患者を想定し、正面玄関や総合案内など

多数の来院者の目に触れる病院内の掲示物を

中心に、配色や字の大きさなど識別が容易か

否かを中心に、検討を加えた。この調査時に

は、NPO法人カラーユニバーサルデザイン機
構発行のデザインガイドブックと自治体のガ

イドラインを参考にして、新たに 24項目から
成る 4 段階評価の調査票を作成して、調査に
供した（図 2）。4段階評価は「問題なし」、「ど
ちらともいえない」、「問題あり」、「適用外」と

した。この調査票を用いて調査者 2 名（一般
色覚者）が病院玄関、総合受付、入院病棟エレ

ベータ前など来院者の往来が頻繁な場所の掲

示物や階段、床、エスカレーター等の設備等

の合計 16ヶ所を巡回（ラウンド）して評価し
た。また、色弱模擬フィルタ（伊藤光学工業、

愛知県）の D型、P型、P・D複を用い、各所
の設備について見え方を確認し、その有用性

についても検討した。なお、D 型は日本眼科
学会における先天性色覚異常 2 型であり、P
型は 1型に相当している。 
 
４．研究成果 
患者の病院に対する投書の中に、病院内の点



 

 

字ブロックに高齢者がつまずくという意見が

あった。この点に関して視覚障害者と意見交

換したところ、点字ブロックの移動により視

覚障害者は困るということであり、簡単に解

決策を見いだすことは困難であった。本調査

時には、投書の中に色覚異常に関する意見は

なかった。 
	 病院内設備の調査では、色弱者や白内障の

患者が識別困難と考えられる文字・図・記号

や配色が見出された。具体的には、対象物 16
ヶ所中、調査項目の 8 割以上を満たしている
のは 7 ヶ所だった。調査項目別の結果では、
文字の大きさや方向、書体で識別が困難な対

象物が 5 ヶ所、配色に問題があった対象物が
5ヶ所、うち、色弱者が識別困難な黒と赤を組
合せた例が 3ヶ所存在した。 また、色に頼ら
ず情報が得られるように工夫していると評価

された対象物は少ない傾向にあり、特に書体、

下線、形状の違い等での工夫に問題ありと評

価された対象物が 3 ヶ所、どちらともいえな
いと評価された対象物は 10ヶ所であった。 
	 文字や記号等を強調する目的で色を使用し

た対象物は 12ヶ所だったが、全ての場所で赤
色が使用されており、調査者から強調の役割

を果たしていないと判定された。一方、背景

が黒で文字が白い場合は視認性が高く、黄色

も明確に識別可能なことが確認された。避難

経路図では現在地を示す記号が小さく、避難

経路を示す矢印が細い、等の問題点が明らか

になった。また、色弱模擬フィルタは、直感的

な見えにくさの確認に有用だった。 

	 以上の問題点を基に改善案を作成し、病院

内の掲示物に関する委員会に提出した。これ

らは検討材料に供された。以下に、改善案の

概要を示す。 
 
(1) 文字 
・ゴシック体や太文字を使用する 
・強調する場合は、下線、傍点、囲み枠等の工

夫をして色に依存せずとも理解できるように

する。 
・背景と文字に明暗の差（コントラスト）をつ

ける。 
 
(2) 図・記号 
・識別困難な小さい図・記号は大きくする。ま

たは、識別をより容易にするための工夫とし

て、輪郭線・斜線・模様を使用する等、区別し

やすくする。 
（例として、先端部分が小さい矢印、線が細

い矢印は、直線に見えるため大きく太くする） 
 
(3) 配色 
・黒と赤の組合せでは、赤色の文字や記号は

識別困難であるため、いずれかの色を変更す

るなど配色の組合せに注意する。 
・同系色・淡色同士を使用する場合、輪郭線・

斜線・模様を使う等、区別しやすくする。 
・背景は単色にして、可能な限りグラデーシ

ョンを使用しない（デジタル掲示板を含む）。 
 
	 色弱者の色誤認は色覚の型や程度によって

異なり、年齢や性格による個人差や環境条件

による差が大きい。そのため、文字、図、記号

の大きさ・太さ、対象物の明度・彩度に注意す

る必要がある。これらの条件が充分でない場

合は、一般色覚者にとっても識別は困難とな

る。本研究の調査で、基本的に色に頼らずに

情報が得られるような工夫が不足しているこ

とが明らかになった。また、強調のために赤

を使用したものが多数存在したが、この場合、

下線や模様等を併用し黒や茶色、暗い緑との

組合せに注意することで識別をより容易にす

ることは可能である。 
	 本研究の調査結果を院内で討論する際、色

弱者の見え方（見えにくさ）を示すために調

査対象物の写真を画像処理ソフト Adobe 
Photoshop CS5.1（アドビシステムズ株式会
社、東京）で色覚 P型あるいは D型の表示へ
変換した。この機能は CS4版から世界標準と
して搭載されているため、対象物を撮影すれ

ば、手軽に見えにくさを体験することが可能

図2 調査項目 

 



 

 

である。 
	 なお、これまでの患者サービス向上の活動

で障害者や高齢者を含む弱者への対応につい

て、電子情報通信学会・第 74回福祉情報工学
研究会に招待されて講演を行った。また、本

研究成果の一部は第 17 回日本クリニカルパ
ス学会学術集会で発表され、学術集会最優秀

賞を受賞した。 
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